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研究成果の概要（和文）：本研究は、「IR」が成立する以前（19世紀末）から現在に至るヨーロッパ、アメリカ
及び日本などの国際秩序構想及びそれに関する研究を、国際政治思想史と外交史の両面から比較検討すること
で、「IR」を批判的に再検討し、これを補完するものである。研究を通じて以下の知見を得た。すなわち、国際
関係を研究する方法としての歴史的アプローチの意義を、外交史・国際政治思想史・国際政治理論史の三つの視
座から解明していくためのカテゴリ―を見出したことである。今後は国際関係を研究する方法としての歴史的ア
プローチの可能性を、メンバー間のみならず歴史学などの隣接分野との対話などを通じてさらに追究したい。

研究成果の概要（英文）：The object of this research is to reconsider critically “International 
Relations (IR)” and complement its defects by reviewing various ideas of international order in 
Europe, USA and Japan and the studies of them from the end of the 19th century before the genesis of
 “IR” to the present from viewpoints of both History of International Thoughts and History of 
Foreign Relations. Through this research we have found out the categories to elucidate the 
significance of historical approach as a method to study international relations from viewpoints of 
History of Foreign Relations, History of International Thoughts and History of International 
Relations Theory. 
Based on them we will examine further the potentiality of historical approach as a method for 
studying international relations through dialogues not only between the members but also with the 
experts from neighboring fields such as History.

研究分野： 国際政治学、ドイツ国際政治思想

キーワード： 国際関係論　歴史　グローバリゼーション　国際政治思想　外交史

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、理論的志向が強い海外とりわけアメリカのIRに対して、歴史的アプローチの多面性とその効用
を、5つのカテゴリ―を通じて示すことによりその欠陥を補完する。また歴史研究の多さをその特徴かつ強みと
しつつも、歴史的アプローチの可能性を深く掘り下げてこなかった国内の国際政治学の問題点を補完する。さら
に、グローバル化とそれに対する反発で従来のリベラル国際秩序が動揺する中、歴史的に相対化することで、現
在の世界政治をより良く理解し、今後の展望を得るための示唆を与えるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 着想に至った経緯：「アメリカの社会科学」としての国際関係論（International Relations.
以下、IR）における歴史への回帰 
研究代表者・申請者の葛谷は 20 世紀ドイツの国際政治思想を研究した。その中で認識した

のは、戦後（西）ドイツ国際関係論におけるアメリカ IR の影響の大きさ（レジーム論・平和
研究などの隆盛）であった。しかし、近年ヨーロッパにおけるドイツの更なる大国化に対する
関心から、IR の外では「ドイツの覇権国」論の復活など「歴史の回帰」論がさかんになり、そ
れが IR に還元されて新たな特集号が刊行される事態となっている(Hellmann et.al 2015)。 
 このようにヨーロッパの中で「アメリカ」化が進んでいるドイツ IR でも、歴史的視点への
関心が高まりつつあり、かつ IR 全体でも「歴史的転回」とも呼べる巨視的な歴史への関心や
歴史と理論の対話などの試みが為されている。第一次世界大戦の衝撃を受けて誕生したとされ
る IR がその出発から外交史などの歴史研究から生まれたことはよく知られている。しかし近
年のこうした「歴史」への回帰というべき潮流の背景として、理論の抽象化・脱歴史化を進め
てきたアメリカ IR の現状への危機意識や批判が、アメリカやその他の国において顕著になっ
ていることは疑いないであろう。 
以上の着想から、本研究はグローバル化が始まり、それに伴って国際的現象を対象とする知

としての「IR」が成立する前の 19 世紀末から、現在に至るまでの国際秩序構想とそれについ
ての研究を対象とし、国際政治思想史と外交史の両面から、「歴史」の視座を国際政治研究に活
かす方法を模索する。 
(2) 国内外の研究動向：「アメリカの社会科学」の相対化の罠、「歴史」の位置づけの曖昧さ 
 海外でもこうした問題意識を反映した取り組みは既に行われており、ひとつはアメリカ以外
あるいは非西洋の国や地域での国際関係論の研究がある(Tichner and Blantly 2012)。もう一つ
は主にアメリカにおける外交史と国際政治学研究者による歴史と理論の対話の試みである
(Elman & Elman 2001)。しかし前者は、アメリカ IR を相対化し、かつ非西洋の IR の独自性
と利点を強調しようとするあまり、かえって「アメリカの社会科学」化したエピゴーネンとし
ての非西洋 IR を提示するに終わっている。後者については、その意義は認めるものの、理論
的・科学的手法が優勢なアメリカならではの試みであり、これが他国とりわけ歴史研究の比重
の大きい我が国にとって参考になるのかという問題がある。さらに世界史における大転換期で
あり、かつ IR の成立の物質的・知的背景をなした 19 世紀を IR に取り込むという野心的な試
みがある(Buzan and Lawson 2015)。これは 19 世紀を重視するという点で本研究の問題関心
と重なるものがあり、注目に値するが、あくまで IR の枠組が前提となっているため、結局現
在の IR の枠内にとどまった議論となっている。 
他方、歴史研究と地域研究が優勢で歴史的アプローチが強いとされる我が国の国際政治学に

ついては、こうした独自性が活かされていないと言われる。その中でグローバル・ガバナンス
に関する研究である遠藤編(2010)は、歴史と思想の双方の観点に目配りした好著であり、本研
究の問題意識に近いものであるが、対象とされている事例が英米に偏っており、かつグローバ
ル・ヒストリーに歩み寄ったアプローチをとるがゆえに、主体としての国家や国家間の相互作
用が後景に退くきらいがある。かかる問題意識に到達したのは、葛谷をはじめとする国際思想
史研究者と小川をはじめとする外交史研究者が結集して立ち上げた共同研究を通じてである
（基盤研究（C）「アメリカの社会科学」を超えて：20 世紀国際秩序観の再検討（H25～27 年
度））。それは以下の 2 点の認識から成る。一つは上述した「アメリカの社会科学」を超える試
みがかえってその再生産につながるという罠への気づきであり、これが英国学派を事例とする
2015 年度国際政治学会研究大会部会報告２「古典的国際政治論の『英国学派』からの解放」に
結実した（葛谷・西村・宮下豊）。もう一つは、国際政治思想史と外交史の若手研究者の間で対
話を深める中で「歴史的」視点と手法の可能性を再確認したことである。以上の知見を踏まえ
て、本研究では、「アメリカの社会科学」という対象を超えて「IR」自体を相対化する必要か
ら、19 世紀末に遡って「IR」以前の国際秩序をめぐる研究（「外交史」「国際法」「地政学」な
ど）をも射程に入れることで、「IR」の本来持っていた豊かな可能性を再発見し、これを活性
化する手がかりを歴史的手法に求めるものである。 
●引用文献 
Gunther Hellmann, Daniel Jakobi, Ursula Stark Urrestarazu (hg.) (2015), „Früher, 
entschiedener und substantieller”? Die neue Debatte über Deutschlands Außenpolitik, 
Zetischrift für Außen-und Sicherheitspolitik, Sonderheft 6. 
Arlene B.Tickner, and David L. Blaney (eds.) (2012), Thinking International Relations 
Differently, London: Routledge. 
Colin and Miriam Fendius Elman (eds.) (2001), Bridges and Boundaries: Historians, 
Political Scientists, and the Study of International Relations, Cambridge, Mass: MIT Press. 
Barry Buzan and George Lawson (2015), The Global Transformation: History, Modernity 
and the Making of International Relations, Cambridge University Press. 
遠藤乾（編）『グローバル・ガバナンスの歴史と思想』有斐閣、2010 年。 
２．研究の目的 
本研究は、「IR」が成立する以前（19 世紀末）から現在に至るヨーロッパ、アメリカ及び日

本などの国際秩序構想及びそれに関する研究を、国際政治思想史と外交史の両面から比較検討



することで、「IR」を批判的に再検討し、これを補完するものである。本研究の目的は、以下
の二つである。第一は、国際秩序観をめぐる国際政治思想史的・外交史的研究に関する文献・
史料を収集・整理し、これを紙媒体およびウェブ媒体で公開することによって、国際秩序に関
する歴史的研究のインフラを整備することである。第二は、「歴史」的研究の多さという我が国
の国際政治学の特色を活かして研究を進め、その成果を国内外に発信することで、現在の「IR」
の不備を補うと同時に、「IR」における歴史的手法の可能性を追究することである。 
３．研究の方法 
本研究は、19世紀末から現在に至るヨーロッパ、アメリカ及び日本などの国際秩序構想及び

それに関する研究を、国際政治思想史と外交史の両面から比較検討することで、「IR」を批判的
に再検討し、これを補完するものである。基本的な研究方法は、①重要な一次史料・二次文献
の収集・整理・公開、②個別研究の深化、③各研究の比較・総合である。とりわけ本研究の特
色は、緊密な情報交換と異なる手法間の相互対話である。ウェブを通じた日常的な意見交換を
前提に、全員が集まる研究会合を年 2回、計 6回行う。さらに年に 1回はコメンテーターを招
き、そのレビューを研究過程に織り込んでいく。研究成果については、研究会発表、学会報告
そして最終的には書籍公刊の形で公開し、社会と学界への還元を行う。 
４．研究成果 
(1)研究の成果 
①歴史的アプローチの効用を５つのカテゴリーにまとめたこと。 
 本研究では、国際関係を研究する方法としての歴史的アプローチの意義をどのように明らか
にしていくかを、各自の個別研究のテーマを提示し、議論していく中で、下記の５つのカテゴ
リーにまとめることができた。１）歴史の拘束性の外交に及ぼす影響を明らかにする（外交史）、
２）IR 理論もしくはディシプリンを歴史的に相対化する（国際政治思想史・国際政治理論）、
３）IR 成立以前の国際関係論・秩序観を明らかにする（外交史・国際政治思想史）、４）現代
的テーマを歴史的に位置づける（外交史・国際政治思想史）、５）現在の IRと歴史学に対して、
古典的方法論（指導者論など）の有用性を訴える（国際政治思想史）。論集では、これらのカテ
ゴリーから、国際関係を研究する手法としての歴史的アプローチの効用と意義を明らかにして
いく（詳細は後述）。 
②スピンオフとしての IRの自己省察研究とそれが本研究にもたらした示唆 
2018 年 11 月に葛谷が編著者、西村が共著者として参加した論集『「国際政治学」は終わった

のか？―日本からの応答』をナカニシヤ出版から刊行した。同書は 2013 年 9 月の European 
Journal of International Relations （EJIR）の特集“The End of International Relations 
Theory?” に象徴される IR の自己省察の試みを受けて、葛谷が企画し、研究分担者の西村邦行
が司会を、同じく研究分担者の宮下雄一郎が討論者を担当した 2017 年度日本国際政治学会研究
大会の同名部会のスピンオフとして成立した。葛谷は序章「「二つの「終わり」論と日本の視点」
を、西村は第 5章「統一を欠く分野―国際関係論の政治性」を著した。両者とも歴史的アプロ
ーチの有効性と重要性を説いている点で軌を一にする。なお同書の書評会が 2018 年度日本国際
政治学会研究大会の分科会で開催され、葛谷と共編者の芝崎厚士氏が報告した。当日は盛況で
活発な質疑応答が展開されるなど、わが国の国際政治学においてもディシプリンとしての国際
関係論の自己省察や方法論への関心が高いことを認識した。それにより、わが国の国際政治学
において特徴かつ強みとされながら、必ずしも方法論的分析が深めてこられなかった歴史的ア
プローチの考察の意義と需要の高さを確信した。 
(2)研究成果の国内外の研究における意義づけ 
①(海外)いわゆる理論志向の強い「アメリカ IR」の牙城である ISA（国際関係研究学会）にお
いても 2013 年に歴史研究部門が新設されるなど、歴史研究への関心は高まりを見せている。し
かし、それらは既存の IRを批判ないしは相対化しようとする問題意識が先行するあまり、歴史
的事象自体への関心が低いきらいがある。またグローバル・ヒストリーの導入や実証主義批判
など、基本的に歴史学における議論の後追いという IR の宿痾ともいえる輸入学問の様相も露呈
しており、国際関係のより良い理解という本来の IRの目的に適うとは言い難い。本研究では外
交史や国際政治思想の研究者による個別的研究を通じて、その欠陥を補完することが可能であ
ることを確認できた。 
②（国内）歴史研究の多さがわが国の国際政治学の特徴かつ強みであるとされながら、それが
自明視され、方法論としての歴史的アプローチの可能性と意義が深く省察されないままに終わ
っている。近年わが国でもディシプリンとしての国際政治学や国際関係論を自己省察する研究
論集が相次いで刊行されているにもかかわらず、そうした観点からの研究がないことがその証
左である。本研究では、研究会を通じての議論や(1)②の成果を通じて、国際関係を研究する手
法としての歴史的アプローチの可能性を示唆することができた。 
(3)今後の展望 
現在『国際関係の系譜学：外交・思想・理論』（仮）と題した論集の刊行に向けて準備中であ

る。冷戦終焉 20 年を経て浮上した、いわば「歴史」の回帰とも言える諸問題（「リベラル秩序
の終わり」「ナショナリズムやポピュリズムの台頭」「米中覇権をめぐる争い」など）に対して、
さまざまな諸相をもつ歴史的アプローチを通じて読み解くことで、現在の世界政治の変貌への
理解のみならず、それを研究する手法としての歴史的アプローチの可能性について、新たな視
点や示唆を与えることを目的とする。なお「IR」やわが国の国際政治学における歴史的アプロ



ーチの問題性を明らかにし、より複眼的な考察を可能にするために、各自の論考の執筆と並行
して、グローバル・ヒストリーなど歴史学の専門家による本研究についてのレビューも予定し
ている。目次案については以下の通りである。なお同論集は晃洋書房から 2020 年内に刊行され
る予定である。 
(目次案) 「２つの国際秩序観と東アジア「国際社会」」（阿曽沼）、「イギリス対外政策の伝統
と欧州統合―「光栄ある孤立」からブレグジットへ―」（小川）、「パックス・アメリカーナ以前
の覇権論：19世紀末から 20 世紀前半ドイツにおける覇権論を手がかりに」（葛谷）、「フランス
外交と『勢力均衡』」（小窪）、「「国際」関係以前の「国際関係論」―志賀重昴の地理学―」（春
名）、「ウィルソン主義のレガシー（非西欧における）」（三牧）、「指導者論・政治家論の復権（ア
メリカの事例）」（宮下豊）、「中華的世界秩序観と国際関係論」（森田）、「日韓ナショナリズムを
めぐる米国の役割（70年代朴政権）」（劉）、「統一ドイツ時のナショナリズムにおける過去」（板
橋） 
 
５．主な発表論文等 
〔雑誌論文〕（計 39 件） 
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年報政治学、査読無、2019-1,2019 年、印刷中 
②妹尾哲志、在欧米軍削減問題と西ドイツ外交－1960 年代末から 70 年代初頭のオフセット交
渉と負担分担問題に着目して、国際政治、査読有、196、2019 年、印刷中 
③春名展生、地政学の政治的受容―小野塚喜平治ルートの素描、東京外国語大学論集、査読無、
97、2018 年、83-108、 
http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/92832/1/acs097005.pdf 
info:doi/10.15026/92832 
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⑤宮下雄一郎、フランス外交と日本をめぐる国際関係、一九四五－一九六四年、松山大学論集、
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際（統計研究会）、査読無、3、2017 年、28-39 
⑦春名展生、一九七〇年代における「人間と政治」――「間柄主義」「間人主義」の政治的含意、
『東京外国語大学論集』、査読無、95、2017 年、271-290 
http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/89935/1/acs095002_ful.pdf 
info:doi/10.15026/89935 
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